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·•◦まちのわだい◦•·

ま
ち
・
体
育
協
会
関
係
大
会
結
果

第
８
回
　
五
霞
近
隣

　
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

○
日
時
　
12
月
７
日

○
場
所
　
五
霞
中
学
校
体
育
館

○
大
会
結
果

◆
家
庭
婦
人
の
部

　
優
　
勝
　
ミ
ル
キ
ー
（
白
井
町
）

　
準
優
勝
　
Ｋ
Ｍ
Ｂ
（
加
須
市
）

　
３
　
位
　
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｅ
Ｚ
Ｏ
（
宮
代
町
）

◆
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
の
部

　
優
　
勝
　
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
Ｅ
（
桜
川
市
）

　
準
優
勝
　
Ｍ
Ａ
Ｘ
（
常
総
市
）

　
３
　
位
　
ブ
ー
ケ
（
五
霞
町
）

　
茨
城
、
埼
玉
、
千
葉
か
ら
10
チ
ー
ム

が
集
ま
り
、
開
催
し
ま
し
た
。

　
10
月
８
日
に
五
霞
中
学
校
（
３
年
生

対
象
）、
12
月
５
日
に
西
小
学
校
、
９
日

に
東
小
学
校
（
共
に
６
年
生
対
象
）
に

て
租
税
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
租
税
教
室
は
、次
代
を
担
う
児
童
、生

徒
が
租
税
の
意
義
や
役
割
を
正
し
く
理

解
し
、
社
会
の
在
り
方
を
主
体
的
に
考

え
る
と
い
う
自
覚
を
育
て
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　
東
・
西
小
学
校
で
は
役
場
職
員
が
、ま

た
中
学
校
で
は
古
河
税
務
署
職
員
が
講

師
と
な
り
、
税
金
の
集
め
方
や
使
い
道
、

そ
の
大
切
さ
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
ゲ
ー
ム
形
式

で
分
か
り
や
す
く
伝
え
、
出
席
し
た
児

童
、
生
徒
は
税
金
の
必
要
性
を
心
に
感

じ
た
様
子
で
し
た
。

　
児
童
、
生
徒
の
み
な
さ
ん
が
租
税
教

室
で
学
ん
だ
こ
と
と
感
じ
た
気
持
ち
を

大
切
に
し
て
、将
来
、社
会
で
活
躍
す
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

租税教室が行われました

　
12
月
17
日
、
中
央
公
民
館
講
堂
に
お
い

て
、
平
成
26
年
度
人
権
教
育
講
演
会
が
行

わ
れ
、
東
西
小
学
校
５
・
６
年
生
及
び
中

学
生
、
一
般
来
場
者
を
含
め
、
約
４
５
０

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
人
権
尊
重
の
精
神
の
涵か

ん

養よ
う

と

豊
か
な
人
間
関
係
を
育
成
す
る
教
育
を
推

進
し
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
社
会
全
体
で
は
、
思
い
や
り

の
心
の
欠
如
か
ら
の
い
じ
め
問
題
、
不
登

校
や
ひ
き
こ
も
り
と
い
っ
た
社
会
と
の
関

係
が
構
築
で
き
な
い
児
童
・
生
徒
の
増
加

等
が
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　
こ
の
背
景
に
は
、
人
間
関
係
の
希
薄
化
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
欠
如
、
自

分
の
夢
に
向
か
っ
て
力
強
く
付
き
進
も
う

五
霞
町
人
権
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

と
す
る
気
持
ち
の
低
下
等
が
関
係
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
少
子
化
・

核
家
族
化
に
よ
る
家
族
の
構
成
、
生
活
ス

タ
イ
ル
の
多
様
化
な
ど
も
要
因
の
一
つ
で

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
か
ら
３
年
間
、
文
部
科
学

省
の
地
域
指
定
を
受
け
、
学
校
、
地
域
及

び
行
政
が
連
携
し
、
小
中
学
校
に
お
い
て

は
、
人
権
学
習
を
深
め
る
と
と
も
に
、
町

の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
人
権
啓
発
活
動
、
作

品
展
示
を
行
う
な
ど
積
極
的
な
人
権
教
育

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
今
回
、
そ
の

事
業
の
一
環
と
し
て
、
人
権
教
育
講
演
を

開
催
し
、
講
師
と
し
て
、
古
河
市
在
住
の

春
風
亭
柳

り
ゅ
う
き
ょ
う

橋
氏
を
招
き
、「
落
語
か
ら
学
ぶ

も
の
」
と
題
し
て
、
古
典
落
語
を
通
し
て
、

落
語
の
素
晴
ら
し
さ
、
落
語
か
ら
学
べ
る

心
の
温
か
み
な
ど
、
人
間
味
あ
ふ
れ
る
お

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
12
月
、
植
竹
秀
之
さ
ん
か
ら
、
ふ

る
さ
と
寄
附
金
と
し
て
、
活
力
あ
る

地
域
産
業
の
振
興
（
産
業
の
振
興
）

に
関
す
る
事
業
に
対
し
て
３
０
，
０

０
０
円
の
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ご
厚
志
に
対
し
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

寄
附
が
あ
り
ま
し
た


